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う」などと、楽しみながら食べられ
る工夫をしてみてください。

箸づかいは、いつごろから
教えるとよいでしょうか。

乳児期は手づかみでOK。
指先に力が入る3歳くらい

から教えます。
　発達段階を考えると、1、2 歳に
は難しく、握り箸でつつくことしか
できないと思います。むしろ、この
時期は指先がセンサーになってい
ますから、ダイナミックに手づかみ
で食べさせてかまいません。やが
て「ベタベタして食べにくい」と気
づき、スプーンやフォークを使うと
いう工夫が生まれます。最初からス
プーンを与えると、自分で考える機
会が失われてしまいます。
　一般的には 3歳くらいになると、
指先に力が入って、箸を使えるよう
になります。ただ、最近は電化製品
などが何でもボタンひとつで操作
でき、生活の中で指の力を使う機会
が少なくなりました。そのため、箸

づかいは、粘土をこねたり、折り紙
を折ったり、指先を使う活動と並行
して行うようにします。
　子どもは大人を見て育つ、という
ことを、保育者や保護者は肝に銘じ
ておいてください。どれだけ教えて
も、周囲の大人がきちんと箸を使っ
ていなければ、幼児期の子どもはま
ねをしてしまいます。

食物アレルギーの子どもに
は、どう対応すればよいで

すか。

保護者と話し合うととも
に、医師の指示に従うこと

をおすすめします。
　食物をとることによって起こる
免疫反応を食物アレルギーと呼ん
でいます。乳幼児の場合は卵、牛乳、
小麦が原因となることが多くあり
ます。しかし、食物アレルギーの要
因は正確に解明されておらず、体調
が悪いときだけ発症することもあ

りますし、症状にはかなりの個人差
があります。比較的乳児に多く、3
歳になると大半が収まりますが、中
には過度に心配し、「うちの子には、
○○を絶対に食べさせないで」と、
保育者に要望する保護者もいらっ
しゃるようです。それでも、少しず
つ食べることにより抵抗力がつく
と言われていますし、実際は食べら
れるのに食べさせないとしたら、そ
の子にとってはプラスにはならな
いと思います。できれば医師の指示
書をもってきてもらい、それに従う
とよいでしょう。
　中には、少量でも強い症状を示す
子どももいるので気をつけてくだ
さい。特にそばやピーナッツのアレ
ルギーには要注意です。そのような
子どもがいる場合は、給食や食育活
動について保護者と十分に情報を
交換し、ほかの子どもの食べ物を
とって食べてしまわないように担
当の保育者を配置する必要があり
ます。

Q6

A 6

◎保護者へのアドバイスは、できるだけ具体的な内容を伝えると喜ばれると

思います。例えば、「栄養バランスを考えて」ではなく、「和食と洋食を交

互にするといいですよ」などと話す方が保護者は具体的にイメージできます。

栄養士がいる園では、そのかたの考えを参考にアドバイスをするといいでし

ょう。いない場合でも、食事は生活の一部ですから、「専門的なことを言わ

なければいけない」などとかたく考えず、ベテランの保育者が中心になり、

「生活の知恵を共有する」という意識で保護者と接するとよいのではないで

しょうか。これからも、栄養面で子どもの成長を支えるとともに、子ども同

士のコミュニケーションにもつながる食育活動を深めていただけることを期

待します。

のみなさんへ現場

Q7

A7
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　慈絋保育園が園内研修に「ファシ
リテーション」を取り入れるように
なったのは 2006 年度のことです。
ファシリテーションとは、ファシリ
テーター（研修の進行役）を務める
リーダーが参加者の思考や発言を促
したり、話の流れを整理したりしな
がら、参加者同士の学び合いや意識
の共有を図る手法のことです。松山
益代園長先生は、こうした参加型研
修を始めた理由として保育者の考え
方がそれぞれに違っていたことを挙
げます。
　「以前は、保育者の考え方に差が
見られ、子どもや保護者への対応が
統一されていないこともありまし
た。そこで、参加型研修を通して園
の方針やルールを一緒につくり上げ
ていくとともに、一人ひとりの意識
を高めたいと考えたのです」
　また若い保育者は、「何でも自分
でやらなければ」という責任感か
ら、ひとりで業務を抱え込んでしま
うこともあったそうです。対等な関

係の中で意見を交換する参加型研修
を通して、若手やベテランのコミュ
ニケーションを深め、連携を強化さ
せたいという考えもありました。意
識の共有や連携が進めば、子どもや
保護者への対応にもバラつきがなく
なり、園としての安心感が高まる効
果が期待できます。
　これまでに研修で取り上げたテー
マはさまざまです。子どもの目線で
園内を撮影したビデオを見たケース
では、「せっかく飾っている絵が子
どもには見えない」「プランターが
顔の高さで危ない」など多くの改善
案が出されました。集団給食のメ
リット・デメリットを出し合い、よ
りよい食環境に向けて話し合ったこ
ともあります。
　園長先生はファ
シリテーターを務
めるうえで何に気
をつけているので
しょうか。
　「楽しい気持ち
で参加してもらう
ための雰囲気づく
りですね。参加型

研修では、気づきや発想を率直に交
わし合うことで、互いに刺激を与え
合うことができます。そこで遠慮や
建て前を取り除くために、『発言に
責任はない』といったルールを定め
ています」
　「導入当初は月 1回ペースで実施
していましたが、現在は少し回数を
減らしました。ふだんから気軽に意
見交換をする雰囲気が生まれ、職員
会議や日ごろの会話を通して共有や
連携が図れるようになったからで
す」
　今後も園内の重要な事項を検討す
る際などに、参加型研修を積極的に
活用していく考えだと言います。

はじめよう！　園内研修
保育者同士の学び合いを促す
「ファシリテーション」の取り入れ方Vol.1

「会議や園内研修を活性化したい」「保育者間で共通の認識をもちたい」といった園におすすめするのが、「ファ
シリテーション」の手法を取り入れた参加型研修。一人ひとりの気づきや発想を促しながら、参加者の学び合い
を深めていくのが特徴です。千葉県我孫子市の慈

じ

絋
こう

保育園では、この研修を園内のルールづくりや意識の共有な
どに活用しています。

保育者の考え方の多様化に
参加型研修で対応
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取り組み
オリエンテーション アイスブレイク

ゴールイメージの共有 ルール・心構えの共有 ウォーミングアップ

時間（分） 3 3 10

内容

参加者がグループに分かれて着席（１グループ
５～６名）。研修の目的やテーマを伝えてゴール
イメージを共有します。

研修のルールや心構えを説明して共有します。 リラックスしてひと言発言する場を設
けます（この日は、当時開催中だった
バンクーバーオリンピックの中で、特
に応援する種目を発表）。

ポイント

・思考や話し合いの方向性がねらいから外れない
ように、研修を通して何を考えるのかを明確に
する。
・研修の時間は50分。園長先生はファシリテー
ターとして進行役に徹することを伝える。

・研修のルールや心構えは、見えやすい場所に
はって常に意識できるようにする。
・あらかじめ紙に書いておき、板書の時間を短縮
する。

・全員に発表してもらうことで、発言
しやすい雰囲気をつくる。
・ファシリテーターは笑顔を心がけ、
楽しいムードを演出する。

実際の様子

ファシリテーションを取り入れた
参加型研修の流れ
実際に慈紘保育園で行われた参加型研修の流れを追って、
研修の効果を高めるための工夫などをご説明します。

実 践

◎ファシリテーターの言葉
「私たちは保護者に対して、集団の中で育つ
子どもの姿を伝えなければなりません。しか
し、お迎え時には個別の時間がとれない状況
です。そこで、どうしたらいいかをみんなで
考えましょう」

◎ルール
・質より量（たくさんの考えを出すこと）
・連想OK（似た意見でもよい）
・発言に責任はありません（遠慮や建て前では
なく、思ったことを率直に表現すること）

◎テーマ
お迎え時の保護者対応を考える

◎心構え
・楽しく参加しましょう
・誹謗（ひぼう）中傷はしない
・人の意見を聴きましょう

瀧澤朋恵先生（2年目・一時保育担当） 園長　松山益代先生
◎考える時間が短く区切
られており集中して取り組
めました。研修を通して
痛感したのは、一人ひと
りが異なる考えをもつこと。
ふだんからみんなで話し合
い、子どもや保護者への対応を共通化する
必要があると感じました。保護者対応につ
いては、お迎え時だけでなく、園だよりなど
も含めて、柔軟に考えていきたいと思います。

廣澤左佳恵先生（10年目・0歳児担当）
研修を振り返って

◎1・2年目の職員が集まっ
た私たちのグループでは、
「何とかしてあげたい」など、
目の前の保護者への対応
にとらわれた意見が中心。
一方、経験豊かなほかのグ
ループでは、「後日、別の機会を設ける」な
ど臨機応変に考えていて、勉強になりまし
た。ほかの保育者の考えを取り入れながら
視野を広げていきたいと、改めて感じました。

◎やや時間に追われました
が、みんなが自分なりの気
づきを積極的に発表し、当
初のねらいは到達できたと
思います。話し合いを通し
て考え方が広がるのを実感
したり、「すぐに行動したい」といった意欲が
芽生えたかたも多かったようです。今回の研
修を出発点とし、みんなでルールや心構えを
考え、共有していきたいと考えています。

保育者同士の学び合いを促す「ファシリテーション」の取り入れ方Vol.1
はじめよう！ 園内研修
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テーマの掘り下げ

状況の提示 意見交換（グループごと） 全体の意見を確認 気づきの振り返り・発表

5 20 2 7

具体的な状況を提示し、一人ひとり
が感想を書いてグループ内で発表し
ます。

「保護者」「保育者」「まわりにいる保護者・子ども・
保育者」の気持ちをそれぞれ想像して付せん紙に記
入後、グループ内で発表しながら模造紙にはります。
さらに、似ている考えを分類して、それぞれに名称
をつけて整理。

ほかのグループのテーブルを
回り、どのような考えがある
かを確認します。

クリップボードに気づいたことをひとつ
書いて、円になって順番に発表します。

・誰もが経験しそうな場面を想定し、
共感的に考えられるようにする。
・最初に感想を文章化することで、こ
のあとの話し合いを通して気づいた
ことや考えの変化を自覚できるよう
にする。

・多様な考えにふれることで気づきが深まるため、
できるだけ多くの考えを出すように強調する。
・みんなの考えをまとめ、整理する過程を通じて、
自分の中にあった考え・なかった考えを意識し、気
づきを促す。

・グループから全体へと視点
を広げることで、さらに多様
な考えにふれて気づきのヒン
トになるようにする。

・円になることで一体感をもてるように。
・気づきを文章化することで、文章能力
の向上を図る。

後日の振り返り

［ねらいと背景］ ［所要時間］ 50分

◎ファシリテーターの言葉
「できるだけ多くの意見を出してくださいね」

◎ファシリテーターの言葉
「『今後どうするべきか』よりも、『今日ど
のような気づきがあったか』を大切にし
てください」

◎ファシリテーターの言葉
「お迎え時には複数の保護者がいますし、ほかに
も子どもや自分以外の保育者もいます。それぞ
れがどのような気持ちを抱くかを具体的に想像
しながら考えを書いてください」

◎参加者から出された主なアイディア
・子どもと同様、保護者の気持ちを受け
止めるのが大切。
・目の前の保護者にとらわれず、ほかの
保護者や子どもなど、あらゆる立場の人
の気持ちを考えるバランス感覚が大切。

◎状況
子どもに関する問題にとどまらず、
家族内のトラブルの相談までもち
かけてくる保護者がいます。私自
身としては興味ある話題なのです
が、まだ2年目ですし結婚の経験
もないのでどう接したらいいのか
わかりません。

慈紘保育園 ◎自然体験や生活体験の場を重視し、自分で考え、
感動する心をもち、自立できる子どもを育てること
をめざしている。卒園児を対象としたレクリエーショ
ンイベントなどを通じて異年齢交流事業にも積極
的に取り組んでいる。

園長 松山益代先生

所在地 〒270-1132　
 千葉県我孫子市湖北台3丁目13番13号

園児数 72名（0歳～5歳）

・研修を通じた気づきや学んだことなどを
  「振り返りシート」に記入。
・模造紙を職員室の
  壁にはって共有。

「園では、保護者一人ひとりに集団の中で育つ子どもの姿を伝える支援を重視し
ています。しかし、お迎え時は保育や片付けなど多くの業務と並行して保護者に
対応しなければならず、十分な時間がとれません。保育者の配置が少ない時間
外保育の時間帯はなおさらです。そこで研修では、お迎え時にプライベートの相
談をもちかける保護者への対応の仕方を話し合いながら、無理なく効果的に子ど
もの姿を伝えるための方法へと考えを深めていきます」（松山園長先生）

［用意するもの］
・ホワイトボード（話し合いのテーマなどを記入）
・模造紙
・付せん紙
・クリップボード
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ファシリテーションの手法を用いた
参加型研修を組み立てるポイント
参加型研修を企画する際には、どのようなポイントに留意すべきでしょうか。保育所や幼稚園、また一般企業など
を対象としたファシリテーション講座で講師を務められている森雅浩さんにお話しをうかがいました。

解 説

　一般的な研修は知識をもつ人が講
師として指導しますが、ファシリ
テーションの手法を取り入れた参加
型研修では、参加者の気づきを促し
ながら一緒に考えていきます。これ
は、どちらがよいというわけではな
く、あくまでも研修の目的に応じて
使い分けるべきものです。
　例えば、ルールを知識として教え
るのなら、前者の講義型の研修が効
率的でしょう。一方、「事情の異な
る現場で、どのようにルールを活用
したらよいか」などを一人ひとりに
考えさせたい場合は、参加型研修に
よって大きな成果を得られる可能性
があります。ですから、まずは研修

のねらいをよく考え、本当に参加型
研修がふさわしいかを検討すると良
いと思います。
　参加型研修をリードするのがファ
シリテーターです。通常、ファシリ
テーターは指導的立場にあるかた、
園であれば園長先生や主任が務める
ことになると思いますが、実はそこ
にひとつの難しさがあります。とい
うのも、参加型研修の成果は、年齢
や立場の異なる参加者が、対等な関
係の中で意見を交換することから生
み出されるからです。若い保育者な
ら、ベテランの気づきと自分の気づ
きを比較して新たな発想が得られる
でしょう。逆にベテランが若い保育
者の発言から新鮮な発見をすること
もあると思います。さらに、参加者
は本音を語り合う中で、研修テー

マを「他人事」ではなく、「自分事」
として考えられるようになるので
す。
　ファシリテーターには、自分の意
見を押しつけずに中立的な立場で話
し合いを進行する役割が求められま
す。ところが、指導的な意識を研修
に持ち込んでしまうと、「こう考え
てほしい」といった思いが強まり、
誘導的になることがあります。参加
者がその雰囲気を感じ取れば、ファ
シリテーターの求める「答え」を探
し始め、自分の考えを率直に表現し
なくなったり、自分で考えることを
やめたりしてしまうでしょう。
　ですから、ファシリテーターは参
加者を信頼することを強く意識する
必要があります。一人ひとりが自分
の考えをもち、課題を解決する力を
備えていることを信じ、すべての発
言を受け入れるくらいの気持ちで臨
んでください。研修の途中で、「考
えが甘い」「ここに気づいてほしい」
などと感じることがあるかもしれま
せんが、必要であれば、別の機会に
個別指導をすればよいのです。ファ
シリテーターの心構えひとつで、参
加者一人ひとりの発言が大きく変わ
ることを意識していただきたいと思
います。

　ここからは、参加型研修を企画す

ファシリテーターの心構えで
研修の雰囲気が大きく変化

最初にゴールをイメージし、
ストーリーを組み立てる

Be-Nature School代表

森　雅浩さん
個人・企業向けのファシリテーション研
修や自然体験教室など、各種教育・研修
プログラムを主催するBe-Nature School
代表。保育所や幼稚園でもファシリテー
ション研修を開催する。共著に『ファシ
リテーション 実践から学ぶスキルとここ
ろ』、『おとなの自然塾』（ともに岩波書
店）、著書に絵本『田んぼのきもち』（ポ
プラ社）など。

保育者同士の学び合いを促す「ファシリテーション」の取り入れ方Vol.1
はじめよう！ 園内研修
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るうえでのポイントを説明します。
●まず研修のストーリーを組み立てる

　参加型研修は参加者の自由な発言
によって組み立てられるため、「終
わってみないと結果は分からない」
という側面がありますが、だからこ
そ、冒頭で参加者に明確なゴールイ
メージを共有させることが研修効果
を高めるポイントになります。
　ファシリテーターは、研修の目的
を踏まえ、「終了時に参加者がどの
ような状態になってほしいか」を考
えて、研修のゴールを設定してくだ
さい。例えば、「ルールを現場の事
情に合わせて活用する大切さを理解
している」などが考えられます。大
切なのは設定したゴールに対して
の、各自の気づきや学びの違いを受
け止めることです。ある特定の答え
を導きたいのであれば、参加型であ
る必要はありません。講義型で徹底
して教え込めば済むことです。
●研修の環境をデザインする

　参加者が対等な関係の中で率直な
意見を述べられる環境を整えましょ
う。例えば、「若手とベテランの座
る位置を工夫する」「少人数のグルー
プに分かれたり、相手を入れ替えた
りして話し合う」「意見は付せん紙
などに書いて共有する」といった方
法が考えられます。さらに、「お互

いを批判しない」「本音で語り合う」
といったルールや心構えも定め、み
んなが見える場所にはるのも意識づ
けに有効です。
●流れを意識してテーマを掘り下げる

　研修テーマを掘り下げるプロセス
は、起承転結を意識して組み立てる
と効果的です。
①起　研修のねらいや参加のルー
ル・心構えなどを共有し、みんなが
話しやすい雰囲気をつくります。
②承　テーマに対する認識を深める
ため、関係する知識や情報を提供し
たり、各自の経験や感覚に基づいた

率直な意見や感想を共有していきま
す。この段階で「べき論」から入る
と、新しい気づきに繋がりにくくな
ります。
③転　視点や立場を変えてテーマに
ついて改めて考え、その結果出てき
たアイディアや意見を交換すること
で、学びの質を転換させます。
④結　各自の学びを共有し、その学
びを日常でどう生かすかなどを考
え、研修の成果を現場につなげてい
きます。

考え方 活動の具体例

起
情報や目的、ゴールイメージ
などを共有し、研修のベース
をつくる段階。みんなが話し
やすい空気をつくる。

◎オリエンテーション 
研修の目的、タイムテーブル、参加者やファシリテータ
ーの役割、この場でのルールや心構えなどを共有する。

◎アイスブレイク 
緊張を解きほぐし、思考を活性化させるために、全員
がひと言は発する機会をつくる。

承
テーマに対する認識を深め、
自分に引き寄せて考える段
階。

◎相互インタビューとその共有 
テーマに関する経験や感想を互いに聞き出し合い、そ
れぞれの認識を確認し、その結果を共有する。互いに
問い合うことで忙しい日常では追いやられがちな意識
を掘り起こす効果が期待できる。

転
視点や立場を変えてテーマを
見つめ、新たな気づきを得た
り考えを深めたりする段階。

◎付せん紙を利用した意見の出し合いと整理 
付せん紙に各自の意見やアイディアを書き出し、似たも
の同士を集めグループごとに名前をつけるなどし、漠然
としたものの見方や思い込みを整理しその背後にある本
質を探り出す。そこから新しい気づきや発見につなげる。

結
◎振り返り・発表 
各自の学びを一人ひとりが確認し発表。その学びを日常
につなげるようにファシリテーターが促す。

　ふだん、保育者のかたがたは、子どもたちの内面に

ある良さを引き出そうという気持ちで保育をされている

と思います。これはファシリテーションの考え方にとて

もよく似ています。言ってみればみなさんは、一人ひと

りがファシリテーターとして保育に臨まれているのです。

そのような考えをもって参加型研修を実践すれば、きっ

と実りのあるものになるはずです。

　ファシリテーションの講師として保育者に接する中

で、子どもの成長を支えるみなさんの仕事が非常に意

義深いものであることを実感しています。さらなる成長

へのひとつの手段として、ファシリテーションをうまく

活用していただければと思います。

森さんから現 場 の 皆 さ ん へ の メ ッ セ ー ジ

■参加型研修の基本的な流れ




